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揺
れ
動
く
政
治
と
宗
教

　

伊
達
政
宗
と
寺
院
・
神
社
の
関
わ
り
と
言
え
ば
、

松
島
五ご
だ
い
ど
う

大
堂
・
瑞
巌
寺
・
塩
竈
神
社
・
大
崎
八
幡
宮
・

国
分
寺
薬
師
堂
の
再
興
・
造
営
、
あ
る
い
は
仙
台
城

下
へ
の
伊
達
家
ゆ
か
り
の
寺
社
の
移
転
・
集
約
と

い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
寺
社
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
政
宗
は
そ
れ
以
外
の
領
内
の
寺

社
に
も
所
領
を
与
え
、
保
護
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
政
宗
は
、
城
下
な
ど
に
教
会
堂
の

建
設
を
許
可
す
る
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
の
活
動
も
容

認
し
て
い
ま
し
た
。
の
ち
に
江
戸
幕
府
の
方
針
に

従
っ
て
禁
教
の
立
場
へ
と
転
じ
、
領
内
で
も
取
り
締

ま
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
基
本
的
に
政
宗
は
、

広
く
宗
教
を
保
護
す
る
政
策
を
と
っ
て
い
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

キ
リ
ス

ト
教
の
禁

教
が
ま
さ

に
そ
う
で

あ
っ
た
よ

う
に
、
当

時
の
宗
教

に
は
政
治

情
勢
の
変

化
が
大
き

な
影
響
を

与
え
ま
し

た
。

　

天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
九
月
、
関
白
豊
臣
秀

吉
は
政
宗
か
ら
伊
達
郡
や
信
夫
郡
（
福
島
県
北
部
）、

長
井
郡
（
山
形
県
置
賜
地
方
）
な
ど
の
従
来
の
所
領

を
没
収
し
、代
わ
り
に
葛
西
氏
・
大
崎
氏
の
旧
領
（
宮

城
県
北
部
か
ら
岩
手
県
南
部
に
か
け
て
の
地
域
）
を

与
え
、
居
城
も
米
沢
か
ら
岩
出
山
（
大
崎
市
）
へ
と

移
転
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く

の
寺
社
も
ま
た
、
岩
出
山
城
下
へ
の
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

曹
洞
宗
寺
院
の
紛
争
・
軋
轢

　

政
宗
の
所
領
の
変
化
が
も
た
ら
し
た
影
響
は
、
こ

れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

仙
台
藩
は
曹
洞
宗
寺
院
が
多
い
地
域
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
は
、

伊
達
家
ゆ
か
り
の
輪り
ん
の
う
じ

王
寺（
仙
台
市
青
葉
区
）が
、「
奥

羽
両
国
曹
洞
之
本
寺
」
と
い
う
寺
格
を
有
し
て
旧
葛

西
氏
領
を
中
心
に
一
大
勢
力
を
築
い
て
い
た
正し
ょ
う
ぼ
う
じ

法
寺

（
奥
州
市
水
沢
区
）
に
対
し
て
、
儀
式
で
着
る
法ほ
う
え衣

の
色
を
問
題
視
す
る
動
き
を
起
こ
し
て
い
ま
す
（
大

本
山
総
持
寺
文
書
）。
輪
王
寺
は
、
政
宗
治
世
下
の

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）、
曹
洞
宗
教
団
側
か
ら
仙

台
藩
領
内
の
曹
洞
宗
寺
院
を
統
括
す
る
立
場
に
任
命

さ
れ
る
な
ど
、
伊
達
家
の
権
威
の
も
と
で
大
き
な
力

を
振
る
っ
て
い
た
寺
院
で
す
。
結
果
的
に
こ
の
時
は

輪
王
寺
の
動
き
が
教
団
内
で
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
新
た
な
伊
達
領
内
の
北
半
に
一
大
勢
力

を
持
つ
正
法
寺
は
、
伊
達
領
の
曹
洞
宗
寺
院
の
雄
で

あ
っ
た
輪
王
寺
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
教
団
内
の
寺
格

な
ど
の
面
で
「
目
の
上
の
タ
ン
コ
ブ
」
で
あ
っ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
野
山
へ
の
参
詣
・
供
養

　

領
外
で
の
動
き
に
も
、
い
く
つ
か
の
影
響
が
み
ら

れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
高
野
山
へ
の
参
詣
・
供
養
で

す
。
死
者
の
供
養
な
ど
を
行
お
う
と
し
た
皇
族
・
貴

族
・
武
士
・
庶
民
ら
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
、「
天
下

の
菩
提
所
」
と
う
た
わ
れ
た
真
言
密
教
の
聖
地
・
高

野
山
に
は
、
伊
達
領
内
の
人
々
も
山さ
ん
な
い内
の
観か
ん
の
ん
い
ん

音
院
と

い
う
宿
坊
を
通
じ
て
参
詣
や
供
養
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
伊
達
家
で
も
政
宗
や
父
輝
宗
・
母
義
姫
、
そ
の

後
の
歴
代
藩
主
の
供
養
塔
を
、
観
音
院
を
通
じ
て
高

野
山
奥お
く
の
い
ん

之
院
に
造ぞ
う
り
ゅ
う立し
て
い
き
ま
し
た
。

　

伊
達
家
に
伝
来
し
た
「
高
野
山
観
音
院
過
去
帳
」

（
仙
台
市
博
物
館
蔵
）
と
い
う
記
録
に
よ
る
と
、
天

正
一
九
年
の
政
宗
の
所
領
替
え
以
降
、
葛
西
氏
・
大

崎
氏
の
旧
領
か
ら
観
音
院
へ
と
参
詣
・
供
養
す
る
住

人
ら
の
様
子
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
葛
西

氏
領
の
宿
坊
は
本ほ
ん
の
う
い
ん

王
院
お
よ
び
五ご
だ
い
い
ん

大
院
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
住
人
ら
の
中
に
は
葛
西

氏
旧
臣
と
み
ら
れ
る
人
々
も
お
り
、
政
宗
の
所
領
替

え
の
結
果
、
観
音
院
へ
参
詣
・
供
養
す
る
新
た
な
動

き
が
生
じ
た
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

た
だ
し
、
政
宗
が
没
収
さ
れ
た
伊
達
氏
旧
領
内
か

ら
観
音
院
へ
参
詣
・
供
養
す
る
動
き
が
途
絶
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
政
治
情
勢
の
急
激
な
変

化
に
よ
っ
て
高
野
山
信
仰
の
あ
り
方
に
新
た
な
形
が

生
み
出
さ
れ
る
一
方
、
従
来
の
風
習
を
固
持
す
る

人
々
も
お
り
、
政
宗
時
代
に
お
け
る
多
様
な
信
仰
の

す
が
た
を
そ
こ
に
は
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
本
稿
で
は
仙
台
市
博
物
館
の
学
術
研
究
機
関
た
る
立
場
か
ら

　

歴
史
上
の
人
物
名
に
敬
称
を
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

高野山奥之院にある伊達政宗の供養塔

生
誕
４
５
０
年

伊
達
政
宗
の
生
涯
を
た
ず
ね
て

生
誕
４
５
０
年

伊
達
政
宗
の
生
涯
を
た
ず
ね
て

仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
企
画
室  

佐
々
木 

徹

「
伊
達
政
宗
と
領
内
の
寺
社
・
信
仰
」

第7回

◇観覧料：一般：1,500円、大学生：1,200円、小・中・高校生：800円
※10名以上の団体は100円引き　※リピーター割引があります（使用済み
半券提示で当日料金より100円引き。他の割引と併用不可）
※当日券は、ローソンチケット、チケットぴあ、セブンチケット、イープラスで
もお買い求めいただけます。（一般のみ）

◇休館日：毎週月曜日（7/17、8/7は開館）、7/18（火）
◇開館時間：9時～16時45分（入館は16時15分まで）

〒980-0862 仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉▶ツイッター  ＠sendai_shihaku

仙台市博物館 検 索⬅

空海と高野山の至宝
国
宝 

八
大
童
子
立
像
の
う
ち

制
吒
迦
童
子
像

運
慶
作 

金
剛
峯
寺
蔵 [

前
期
展
示]

TEL:022-225-3074

※会期中、展示替えを行います。前期：７月１日（土）～７月３０日（日）　後期：８月１日（火）～８月２７日（日）
8月27日（日）まで好評開催中！

東日本大震災復興祈念 特別展

重
要
文
化
財 

孔
雀
明
王
坐
像

快
慶
作 

金
剛
峯
寺
蔵﹇
前
期
展
示
﹈


